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第34回日本創傷治癒学会を終えて�

第34回の本学会は、2004年11月２９・３０日の両日、金沢市の石川県文教会館

で開催されました。�

一向に回復の兆しがみえない経済不況で研究費抑制が進んでおり、近年の

医学研究を取り巻く環境は厳しくなっております。加えて、４月からの国立大学付

属病院や国立病院の独立行政法人化、臨床研修医制度の実施は医療現場

に人手不足を引き起こしており、会員の学会出席も儘ならなくなっております。

そんな中、73題の演題の応募を頂き、多数の参加を賜り、主催したものとしてこ

れ以上の喜びはありません。�

順調な創傷治癒がメスを入れる前提でありますが、人口の高齢化とともに糖

尿病・虚血・ステロイド投与などの創傷治癒遅延因子をもつ患者が増えており、

創傷がどのようにして治るかは古くて新しい課題です。研究手法は、従来の病

理・生化学から遺伝子やサイトカインレベルの分子生物学へと進化しており、

その発展には大きな期待がかけられております。これらのことを考慮して本学会

の主題を決めました。�

主題「血管新生療法・消化管の創傷治癒」では、四肢虚血による潰瘍に対

し自家骨髄を筋肉内注射の臨床成績、FGF-2の血管新生誘導、実験胃潰瘍で

の線維芽細胞からのPGESの発現、充填された大網の転帰などが報告されまし

た。�

「特殊病態下の創傷治癒」では、ケロイドへの電子照射療法、吸引療法、糖

尿病性足病変に対するチーム医療、炭酸浴の微小循環血流促進効果、ステロ

イド投与患者の術後腹壁創　開などが発表されました。�
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「再生医療と創傷治癒（１）」では、ｂFGFによるアポ

トージス誘導と瘢痕抑制、骨髄由来間葉系幹細胞の

瘢痕形成抑制、自家培養真皮の保存、光硬化性キト

サンゲルの皮膚移植への応用、自家脂肪細胞由来幹

細胞による培養真皮、ES細胞の自己制御機構などの

基礎研究が最新情報として提供されました。�

「再生医療と創傷治癒（２）」では、四肢壊疽症例

への自家骨髄細胞移植、ヒト間葉系細胞の再生医学

への応用、胎仔創傷治癒発現遺伝子などについて論

じられました。�

「褥創治療の最前線」は、ラップ療法、ハイドロコロイ

ドドレッシング材、吸引療法などの成績が発表されま

した。�

さらに、一般演題４３題では、創傷治癒の分子生物

学的研究、ｂFGFの治療成績、臓器特異性、褥創治

療など先進的な治療が発表され熱っぽく討論されまし

た。�

創傷治癒の研究は、生体が持つ本来の治癒力を

100％引き出すにとどまらず、さらにこれを人為的に増

強する時代に入ろうとしています。分子レベルでの創

傷治癒過程の解析、幹細胞研究のさらなる発展で臨

床に応用される日の近いことを期待したいと思います。�

最後に、この学会で「創傷処置のガイドライン」を作

成することが提案されたことを付記しておきたいと思い

ます。現状の創傷処置の方法は、施設あるいは個人

により異なっています。科学的に裏づけのある標準手技

を学会が提示することは、教育効果だけでなく、医療

資源の浪費を省くためにも意義あることであります。�

�

WRRに会員の論文が掲載されました�

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume13 No.1に掲載されました。論文名、著者

は下記の通りです。�

投稿規程に関しましては、Blackwell Publishing Synergy Web site (http://www.blackwell-

synergy.com)にありますWRR学会誌のページ､又は各巻頭に掲載されておりますInformation for authors

をご参照下さい。なお、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。�

１． 森田　圭祐 先生　九州大学皮膚科�
｢Migration of keratinocytes is impaired on glycated collagen I」�
P.93～101�
�
２．　小森　真人 先生　関西労災病院内科�
｢Involvement of bone marrow-derived cells in healing of experimental colitis inrats」�
P.109～118
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WRRに第33回日本創傷治癒学会英文抄録が掲載されました�

�

日本創傷治癒学会 各種委員会（2005.1.31現在）� 【敬称略】�

財務委員会�
担当理事・委員長 嶋田　紘�

委　員 礒本　浩晴�

 内沼　栄樹�

 山崎　洋次�

規約委員会�
担当理事・委員長 岡田　保典�

委　員 相川　直樹�

 穴澤　貞夫 �

 平田　公一�

 吉村　陽子�

評議員選考委員会�
担当理事・委員長 中島　龍夫�

委　員 赤坂　喜清�

 秋田　定伯�

 安藤　暢敏�

 雑賀司珠也�

 永田　見生�

国際委員会�
担当理事・委員長 小野　一郎�

委　員 赤坂　喜清�

 磯貝　典孝�

 篠澤 洋太郎�

 徳永　昭�

広報委員会�
担当理事・委員長 石井　壽晴�

委　員 坂本　長逸�

 真田　弘美�

 徳永　昭�

 丸山　優　�

 三輪　晃一�

関連学会協議委員会�
担当理事・委員長 野崎　幹弘�

委　員 岩井　武尚�

 黒柳　能光�

 桑野　博行�

 中塚　貴志�

 西岡　清�

将来構想検討委員会�
担当理事・委員長 落合　武徳�

委　員 秋田　定伯�

 岩井　武尚�

 大谷　吉秀�

 白水　和雄�

 畠山　勝義�

第33回日本創傷治癒学会において発表された内容の英文抄録がWound Repair and Regeneration

のVolume13 No.1に掲載されました。日本創傷治癒学会における会員の皆様の研究レベルを世界に発信す

る良い機会になりました。お忙しい中、英文抄録をご提出頂きました会員の皆様のご尽力に感謝いたします。�


